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当研究グループの長期的な目標は、現在の２型糖尿病発症進展の根幹と考えられる、膵β細胞機能不全の病態生理を解明すること、および糖尿病状態での血管合併症進展の分

子機構を明らかにすることである。そして、最新の基礎研究、臨床研究の知見から、現状で最善と考えられる糖尿病治療体系を確立し、それを糖尿病診療にあたる医師に普及を行う

ことである。

これまで我々は、糖尿病の病態生理におけるタンパク質分解機構、オートファジーの意義に注目し、研究を展開してきた。本講座では膵内分泌細胞および平滑筋細胞におけるオート

ファジー機構の共通性と異質性を解明することにより、糖尿病におけるオートファジーの意義の全容解明に貢献することを目指す。
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田村好史. 臨床報告：糖尿病専門医視点からの人工膵臓検査の現状と今後 チーム医療の中での周術期血糖管理への取り組み. 第59回日本人工臓器学会大会, 千葉県(日本),
2021/11/25-27.

国内学会発表 74
高木恵理, 小澁真実, 清水理那, 森亮貴, 佐野里奈, 古屋翔子, 平形麻鈴, 石綿清樹, 朝比奈未紀, 船山崇, 後藤広昌, 内田豊義, 松本文彦, 綿田裕孝. 甲状腺摘出に至った難治性
アミオダロン誘発性甲状腺中毒症の一例. 第31回臨床内分泌代謝Update, 大阪府(日本), 2021/11/26-27.

国内学会発表 75
小貝俊樹, 西尾理恵, 佐藤綾子, 中島朋, 入江彰一, 三瀬祥弘, 高馬將郎, 藤澤聡郎, 伊佐山浩通, 佐藤淳子, 後藤広昌, 綿田裕孝. 副甲状腺機能低下症に胆管癌を合併し低Ca血
症管理に苦慮した一例. 第31回臨床内分泌代謝Update, 大阪府(日本), 2021/11/26-27.

国内学会発表 76 田村好史. 糖尿病　運動療法のトピックス. 第31回臨床内分泌代謝Update, 大阪府(日本), 2021/11/26-27.

国内学会発表 77
登坂祐佳, 林祐未, 松橋瑛子, 森谷千尋, 小谷野肇, 佐藤博亮. 低左心機能を呈したカテコラミン心筋症合併褐色細胞腫の1例. 第31回臨床内分泌代謝Update, 大阪府(日本),
2021/11/26-27.

国内学会発表 78
黒川加奈, 光石陽一郎, 嶋田奈緒子, 伊藤直顕, 荻原美沙, 三浦啓太, 朝尾哲彦, 高遼, 宿谷威仁, 柴山里奈, 後藤広昌, 高橋和久. 当院でペムブロリズマブ投与後に発症した副腎
皮質機能低下症の後方視的検討. 第62回日本肺癌学会学術集会, web, 2021/11/26-28.

国内学会発表 79
関根直樹, 常見亜佐子, 若杉理美, 小貝俊樹, 佐藤淳子, 後藤広昌, 綿田裕孝. 最終診断までに時間を要した高齢女性偽性アルドステロン症の1例. 第674回日本内科学会関東地
方会, 東京都(日本), 2021/12/11.

国内学会発表 80
古屋翔子, 佐藤博亮, 栗田実佳, 門脇聡, 綿田裕孝. 糖尿病教育入院中に発見された副腎偶発腫瘍を契機に診断に至ったサブクリニカルCushing病の1例. 第674回日本内科学会
関東地方会, 東京都(日本), 2021/12/11.

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年月日等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 田村好史.若いやせた女性で糖尿病予備群7倍　原因は肥満と同じ？.朝日新聞.2021/2/27.

その他
（広報活動を含む）

2 田村好史.痩せすぎの若い女性、高い糖尿病リスク.日本経済新聞.2021/3/1.

その他
（広報活動を含む）

3 田村好史. 毎日の生活でささっとできる“ちょっとした運動”で効果大. NHK ガッテン！血糖値を下げる！名医・専門家のアドバイス付き【最新】科学ワザ 2021:82-83.

その他
（広報活動を含む）

4 田村好史. “ちょっとした”有酸素運動. NHK ガッテン！血糖値を下げる！名医・専門家のアドバイス付き【最新】科学ワザ 2021:86-87.

その他
（広報活動を含む）

5 田村好史, 綿田裕孝, 河盛隆造.痩せの若年女性に潜むインスリン抵抗性.Medical Tribune.2021/3/18.

その他
（広報活動を含む）

6 （監修）田村好史. 「健康知識テキスト」健康にちょっと詳しくなれる本2021. 「健康知識テキスト」健康にちょっと詳しくなれる本2021. 2021, 2021/04 Ed.

その他
（広報活動を含む）

7 田村好史.若年女性、痩せていても「肥満体質」.河北新報.2021/4/15.

その他
（広報活動を含む）

8 田村好史.【今から始めよう！70代まで働く健康術】”脂肪の質”に注意！！正常体重でも生活習慣病が悪化.夕刊フジ.2021/4/20.

その他
（広報活動を含む）

9 田村好史.【今から始めよう！70代まで働く健康術】脂肪肝の放置で迫る2型糖尿病.夕刊フジ.2021/4/27.



その他
（広報活動を含む）

10 田村好史.【今から始めよう！70代まで働く健康術】中性脂肪抑えるには炭水化物の加減を.夕刊フジ.2021/5/11.

その他
（広報活動を含む）

11 （監修）田村好史. 糖尿病治療における運動療法の意義. 2021/6.

その他
（広報活動を含む）

12 （監修）田村好史, 寺内康夫. 日々の診察および運動療法指導時にお困りになる患者さんはいませんか？. 2021/6.

その他
（広報活動を含む）

13 田村好史. 【女性のカラダと栄養 基礎講座14】食べない、運動しない「若い女性のやせ」は肥満者と同じ糖尿病リスク. 日経ヘルス 2021;25(8):132-133.

その他
（広報活動を含む）

14 田村好史.アルコールに強い人は糖尿病になりやすい.科学新聞.2021/6/25.

その他
（広報活動を含む）

15 田村好史. 【未来を創る大学の実践】順天堂大学. 東洋経済ACADEMIC SDGsに取り組む大学特集 Vol.3. 2021, 2021/6/26 Ed.: 96-99.

その他
（広報活動を含む）

16 田村好史.【食と健康 ホントの話】糖尿病の高い発症率 アルコールに強い人ほど飲酒量に注意.夕刊フジ.2021/7/10.

その他
（広報活動を含む）

17 田村好史.医療ジャーナリスト安達純子「Withコロナの健康管理Part2」（23）家飲みで増える酒量、お酒に強い男性は糖尿病に注意.日刊スポーツ.2021/9/25.

その他
（広報活動を含む）

18 田村好史.医療ジャーナリスト安達純子「Withコロナの健康管理Part2」（24）１週間禁酒で血糖値改善　週１、２回は“休肝日”を.日刊スポーツ.2021/9/26.

その他
（広報活動を含む）

19 田村好史.医療ジャーナリスト安達純子「Withコロナの健康管理Part2」（25）脂肪の質が悪いと生活習慣病になりやすくなる.日刊スポーツ.2021/9/27.

その他
（広報活動を含む）

20 田村好史.運動しよう！促す企業増加.中日新聞.2021/9/27.

その他
（広報活動を含む）

21 田村好史.医療ジャーナリスト安達純子「Withコロナの健康管理Part2」（26）運動不足による筋肉減が肝臓にも負担.日刊スポーツ.2021/9/29.

その他
（広報活動を含む）

22 田村好史.医療ジャーナリスト安達純子「Withコロナの健康管理Part2」（27）ラーメン＆ライス控え、筋肉の質上げて「糖尿病」防ぐ.日刊スポーツ.2021/10/1.

その他
（広報活動を含む）

23 田村好史.医療ジャーナリスト安達純子「Withコロナの健康管理Part2」（28）痩せた女性も糖尿病注意　筋肉量の低下で起きる高血糖.日刊スポーツ.2021/10/3.

その他
（広報活動を含む）

24 田村好史.医療ジャーナリスト安達純子「Withコロナの健康管理Part2」（29）高齢の両親へ　散歩など勧めて健康二次被害の予防を.日刊スポーツ.2021/10/4.

その他
（広報活動を含む）

25 田村好史.医療ジャーナリスト安達純子「Withコロナの健康管理Part2」（30）サルコぺニアで認知症や糖尿病リスク、１日１回外出を.日刊スポーツ.2021/10/6.

その他
（広報活動を含む）

26 田村好史.医療ジャーナリスト安達純子「Withコロナの健康管理Part2」（31）当たり前の習慣で寝たきりリスクを回避しよう.日刊スポーツ.2021/10/7.

その他
（広報活動を含む）

27 田村好史.医療ジャーナリスト安達純子「Withコロナの健康管理Part2」（32）10年20年先を考えたライフプランを.日刊スポーツ.2021/10/8.

その他
（広報活動を含む）

28 （座長）田村好史. 2型糖尿病患者におけるSGLT2阻害薬投与による内因性糖産生増加機序の解明. 第10回Tokyo Cardiovascular&Diabetes Conference, web, 2021/6/4.

その他
（広報活動を含む）

29 加賀英義. 2型糖尿病患者におけるSGLT2阻害薬投与による内因性糖産生増加機序の解明. 第10回Tokyo Cardiovascular&Diabetes Conference, web, 2021/6/4.

その他
（広報活動を含む）

30 佐藤淳子. 個別化を重視した糖尿病の新しい食事療法. 第48回浦安糖尿病療養指導セミナー, web, 2021/7/9.

その他
（広報活動を含む）

31 佐藤淳子. TIR（Time in Range）を考慮したインスリンポンプ療法. 熊谷糖尿病ネットワーク第23回特別例会 兼 熊谷市内科医会勉強会, web, 2021/8/6.



その他
（広報活動を含む）

32 田村好史. 肥満・代謝的肥満とサルコペニア. 第16回ファンクショナルフード学会研修会, 東京都（日本）, 2021/9/4.

その他
（広報活動を含む）

33 加賀英義. 糖尿病患者における身体活動基準. 第20回豊田加茂糖尿病研究会, web, 2021/9/11.

その他
（広報活動を含む）

34
青山周平, 西田友哉, 谷田以誠, 宮塚健, 石井優, 松本雅記, 綿田裕孝. 耐糖能異常における膵β細胞オートファジー活性の変化とその意義の検討. 第14回オートファジー研究会
若手の会, web, 2021/10/24.

その他
（広報活動を含む）

35
青山周平, 西田友哉, 谷田以誠, 宮塚健, 石井優, 松本雅記, 綿田裕孝. 耐糖能異常における膵β細胞オートファジー活性の変化とその意義の検討. 第32回分子糖尿病学シンポジ
ウム, 岐阜県(日本), 2021/12/11.

その他
（広報活動を含む）

36 氷室美和. 新規レポーターマウスを用いた膵α細胞新生・分化機構の解明. 一般社団法人日本内分泌学会.

その他
（広報活動を含む）

37 鵜澤博嗣. ユビキチン様修飾因子UFM1の膵β細胞における生理学的意義の解析. 公益財団法人かなえ医薬振興財団.

その他
（広報活動を含む）

38 鵜澤博嗣. 膵β細胞におけるユビキチン様修飾因子UFM1の役割の解析. 独立行政法人日本学術振興会.

その他
（広報活動を含む）

39 中島健一. 糖尿病による平滑筋細胞老化と動脈硬化の検討. 独立行政法人日本学術振興会.

その他
（広報活動を含む）

40 田村好史. ヒト視床下部神経核レベルの「脳インスリン抵抗性」の定義とその臨床応用. 独立行政法人日本学術振興会.

その他
（広報活動を含む）

41 氷室美和. 新規レポーターマウスを用いたα細胞容量制御機構の解明. 独立行政法人日本学術振興会.

その他
（広報活動を含む）

42 綿田裕孝. 膵β細胞特異的オートファジー活性化を介した新規の糖尿病治療薬の創出. 独立行政法人日本学術振興会.

その他
（広報活動を含む）

43 筧佐織. 高脂肪食不活動による骨格筋障害に対する鍵分子Lipin1を中心とした包括的検討. 独立行政法人日本学術振興会.

その他
（広報活動を含む）

44 鵜澤博嗣. ユビキチン様修飾因子UFM1の膵β細胞における病態生理学的意義の解析. 公益財団法人日本応用酵素協会.

その他
（広報活動を含む）

45 鵜澤博嗣. ユビキチン様修飾因子UFM1の膵β細胞における生理学的意義の解析. 公益財団法人MSD生命科学財団.


